
Ⅰ．緒　言

　多くの教員は，教員としての使命感や誇り，教育的

愛情を持って教育活動に当たり，研究と修養に努めて

きた．そのような教員の真摯な姿勢は，広く社会から

尊敬され高い評価を得てきていた．しかしながら，現

在，教員の不祥事や体罰，いじめ問題などが原因とな

り，教員に対する尊敬や信頼が揺らぎつつあるなど，

教員をめぐる状況は大きく変化しており，教員の資質

能力が改めて問い直されている．そのような状況に対

し，教員に対する揺るぎない信頼を確立するため文部

科学省は，教職課程の質的水準の向上，教職大学院制

度の創立や教員免許更新制などの具体的方策を掲げ，

これからの教員養成の在り方について，①大学の教職

課程を，教員として最小限必要な資質能力を確実に身

に付けさせるものへ，②教員免許状を，教職生活の全

体を通じて，教員として最小限必要な資質能力を確実

に保証するものへという2つの方向性で改革を進めて

いる1）．

　その課題を解決するため，各大学において「模擬授

業」といった実践的な能力を養うための取り組みが行

われ，机上での理論を具体的な教育実践と架橋する方

策が講じられている． この模擬授業を行うことで「体

育授業感が変容する」こと，「授業省察力が身に付く」

こと2）や「教材の良い点を見出すことができるように

なる」ことなどが報告されており3），「模擬授業」は

教育実践力の向上に効果があり，教員養成課程の中で

非常に重要な役割を果たしているものと考えられる．

　一方，よい体育授業（学習目標が十分に達成され，

学習成果が上がっている授業）の基礎的条件として授

業の勢いと授業の肯定的雰囲気が挙げられる4）．授業

の勢いとは「ある活動中の，あるいは活動と活動の間

の動きの割合が高く，またその動きのペースを落とす

ようなできごとがない状態」4）で，授業場面が大きく

関わってくる．また，その授業場面については，「運

動学習の時間量を多く確保すれば，授業評価は高くな

る」「マネジメントの時間量が多くなれば評価は下が

る」という報告がされており5），授業場面は子どもが

評価するよい体育授業に大きく関連しているものと考

えられる．

　そこで本報告は，A大学スポーツ学部の保健体育科

教員養成課程に在籍する学生15名が行った「模擬授

業」を対象に，期間記録法9）を用いてマネジメント

（M），認知学習（A1）， 運動学習（A2），学習指導（I），

の4つに区分された授業場面の時間量の割合と出現頻

度を調査し，当該学部における模擬授業の特徴を明ら

かにすることを目的とした．

Ⅱ．研究の方法

１．対象

　2008年7月から2011年5月に行われた福岡県A大学

スポーツ系学部保健体育科教員養成課程の学生が実施

した40分以上の模擬授業が収録されているVTRを収
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集し，12授業を分析対象とした．また，学生が自発

的に行っている「教師塾」注1）で行われた模擬授業3

つも対象に加え，合計15授業を対象とした．

２．授業場面の観察・記録

　授業の記録は，期間記録法注2）を適用し，4つに区

分した授業場面（表1）の時間と出現頻度を算出した．

授業場面の記録は，模擬授業を撮影したVTRを再生

しながら30秒区間，授業場面コーディングシートを

用いて， 2名の記録者でその区間での場面を観察し，

意見が合致した部分の授業場面の時間を決定し，各授

業場面に費やされた時間の割合とその出現頻度を求め

た．

　尚，これ以降マネジメントをM，学習指導をI，認

知学習をA1，運動学習をA2と表記する．

３．集計方法

　集計結果をもとに，各授業場面における時間の平均

値を算出し，「ネット型」・「ゴール型」・「ベースボー

ル型」・「ダンス」・「器械運動」の単元ごとの比較，専

門種目及び非専門種目の比較，「3年次後期」と「4年

次前期」の2つの授業の比較を試みた．なお本報では，

15授業と例数が少ないため統計的処理は行わず単純

集計のみを実施した．

Ⅲ．結果及び考察

１．各授業場面の時間量の割合について

　表2には，対象とした15の体育授業について授業場

面ごとに時間量の割合を示した．表2からわかるよう

に，A2は54.8％，A1は10.0%，Iは17.6%，Mは17.5%

であり，A2に要する割合が最も高い割合であった．

　教員養成課程の模擬授業において，目標とする授業

場面の割合は，Mは10%以下，Iは20%程度， A1は10%

台， A2 は50%～ 60%以上と提案している6）．本研究

の結果を先行研究と比較するとI，A1，A2は目標とす

る割合に近かったが，Mは約8 %先行研究で目標とし

ている割合よりも高かった．そのため，生徒の移動や

待機，用具の準備などのMの場面を削減させる必要が

あると考えられる．また，Mの割合が授業全体の約

20%も占められることにより生徒からの授業評価が下

がり，よい体育授業ではなくなることが予想される5）．

Mの割合が高くなった原因として，取り扱う教材のル

ールの複雑さ，ポジションについての説明，活動に対

しての先読み・準備ができていないことや，効率の良

い授業の行い方を身に付けていないことが考えられる．

つまり，授業を行っている教師役の指導力不足や，経

験不足といった授業実践能力が未熟であることが，体

育授業におけるMに関わる時間の増大につながるもの

と考えられる．しかし，これらの問題点は，改善の余

地は大いにあると考えられる．

２．単元別授業場面の時間量の割合について

　新学習指導要領では球技の領域の内容を，ゴール型，

ネット型，ベースボール型に分類している．そこで本

研究では模擬授業で行われたバスケットボール・サッ

カー・ラグビーの３種目を「ゴール型」，バレーボー

ルを「ネット型」，野球を「ベースボール型」とした7）．

行われた模擬授業の種目をゴール型・ネット型・ベー

スボール型・器械運動・ダンスの５つの単元別に分類

し，各授業場面の割合を， I・A1・A2・Mの順に検討

していく．

マネジメント
(Management)

表１「授業場面の区分」

M

クラス全体が「移動」「待機」
「班分け」「用具の準備」「休
憩」などの学習成果に直接つなが
らない活動に充てられている場面

学習指導
(Instruction)

I

教師がクラス全体の生徒に対して
「説明」「演示」「指示」をあた
える場面
生徒の側から見れば，教師の話を
聞いたり，観察したりする場面

認知学習
(Activity 1)

A1
生徒がグループで話し合ったり学
習カードに記入したりする場面

運動学習
(Activity 2)

A2
生徒が「準備運動」，「練習」，
「ゲーム」をおこなう場面

運動学習【A2】

表２「15授業全体の時間量の割合」

54.8%
(50～60%)※

78.0% 42.0%

認知学習【A1】
10.0%　

(10%程度)※
20.0% 2.0%

学習指導【I】
17.6%　

(20%程度)※
26.0% 3.0%

マネジメント 【M】
17.5%　

(10%以下)※

※( )内は南島らの先行研究で参考にしている値

26.0% 11.0%

最大値平均値授業場面 最小値
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２－１　学習指導（Ｉ）

　Ｉで，最も高い割合を示したのは，ベースボール型

であった．ベースボール型は体育授業では敷地や用具

の準備が困難であり，攻守が明確に区分され，運動量

の確保という面からも授業では行われにくい領域であ

り，必然的に模擬授業でも取り上げられる機会が少な

い．そのため，ベースボール型では，運動の行い方や

技術の構造を理解し，それを簡潔に伝える教授技術の

習得が不十分なため，説明に時間が費やされＩの割合

が増えたものと考えられる．

　一方，学校体育，模擬授業で馴染みのあるネット型

は，球技の中でＩの割合が最も低く，全体でもダンス

に次ぎ少ない割合であった．ネット型は模擬授業でよ

く取り上げられることから，運動の行い方や技術の構

造を理解しそれを簡潔に伝える教授技術を教師役が習

得し，Ｉが低い割合になったものと考えられる．

２－２　認知学習 （A1）

　A1で，最も高い割合を示したのはダンスであった．

ダンス（創作ダンス）では，運動の方法を教えるとい

うよりも，イメージを捉えて動きを創作するといった

活動が多い．新学習指導要領にも「創作ダンスでは，

多様なテーマから表したいイメージをとらえ，動きに

変化を付けて即興的に表現したり，変化のあるひとま

とまりの表現にしたりして踊る」と記載されており7），

教師が運動の方法を教えるというよりも，生徒が主体

となってイメージを捉え，動きを創作するといった活

動が多い．そのため，教えるという活動（学習指導）

ではなく，相手の動きを見てイメージを膨らませる，

良い動きを見るといった振り

返る活動であるA1が高い割

合になったものと考えられる．

　また，A1で最も低い割合

を示したのはベースボール型

であった．ベースボール型は

教師役が運動の行い方や技術

の構造を理解し，それを簡潔

に伝える教授技術の習得が不

十分なため，説明に時間が費

やされＩの割合が増え，A1

の時間の確保が少なかったも

のと考えられる．

２－３　運動学習（A2）

　A2で最も高い割合を示したのはダンスであり，次

いで器械運動の割合が高かった．また，この2つの単

元のみ60%を超える割合であった．ダンス・器械運動

に共通する特性として，他の種目のように用具を操る

のではなく，自己の身体を操って運動を行う．そのた

め，用具の使用方法や注意事項を省くことができ，運

動学習の時間であるA2が高い割合になったものと考

えられる．

　また，A2が最も低い割合となったのはゴール型で

あった．ゴール型は新学習指導要領によると中学校第

1・2学年では「ボール操作と空間に走り込むなどの

動きによって攻防を展開すること」とし，第3学年で

は「安定したボール操作と空間を作りだすなどの動き

によってゴール前の侵入などから攻防を展開するこ

と7）」をねらいとしている．つまり，戦術についての

知識やプレイの先を予測する技能などの，ボールを持

っていないときの動きが重要であり，その技能の習得

の際に，タスクゲームやミニゲームが多用される．そ

のため，コートの設営，移動やチームの入れ替えなど

でMの時間が増え，A2の時間が削減されたものと考

えられる．

２－４　マネジメント（M）

　Mで，最も高い割合はゴール型であった．ゴール型

の特性としてボールを持っていないときの動きが重要

である7）．それらの技能の習得の際に，タスクゲーム

やミニゲームが多用されるが，そのためのコートの設

営，移動やチームの入れ替えなどに要する時間がMの

図１は授業場面の割合を単元ごとに比較したグラフである．
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割合の増加に影響したものと考えられる．

　また，Mの割合が最も少なかったのは，器械運動で

ある．器械運動では，その場での反復練習が多く，場

所の移動もあまり行う必要が無い．なおかつ，器械運

動はつまずきの違いが学習者によって異なることが顕

著に表れる．そのため，学習者が反復練習の傍ら，教

師が幇助（補助）や助言を行うため，Mが削減できた

ものと考えられる．

３．専門種目及び非専門種目別授業場面及び出現頻度

　　について

　教師役が専門種目として行っていた種目を模擬授業

で行った場合（専門種目）と，そうでない場合（非専

門種目）の平均値を比較した．

　表３は，専門種目及び非専門種目別の時間量の割合

及び出現頻度の平均値と最大値と最小値を示している．

また，ここでは出現頻度のデータも有効であるため示

すこととする．

　A2の割合は専門種目が低いが，Ｉの割合は専門種

目が高い．出現頻度は，A2は専門種目が多く，Ｉも

運動学習A2と同様に非専門種目より専門種目が多い．

専門種目は，教師役が運動の種類や技術伝達の練習方

法，または運動のコツなどの知識が豊富であり，その

ような知識をできるだけ多く伝えようとしたため，専

門種目のＩの割合と出現頻度が増加したと考えられる．

また，A2の出現頻度も同様に，運動の種類やミニゲ

ームを可能な限り多く行ったため頻度が専門種目の指

導で多いことが考えられる．しかしながら，出現頻度

は多いものの，その時間量の割合は少なく，今後はそ

の点についての検討が必要であろう．

　また， Mの割合は専門種目が高く，出現頻度も多い．

これは，専門種目では，A2の出頻頻度からもわかる

ように技術習得のドリル・タスクゲームを多く取り入

れたため，Mが増加したものと考えられる．一方，非

専門種目は，教材研究等で授業を行うための知識は身

につけているが，動きの修正など生徒役の課題に対し

ての細かな指導が出来なかったため，A2やＩの出現

頻度が少なかったと考えられる．

　つまり，授業場面に着目し6）先行研究と比較すると，

非専門種目の方がよい体育授業に近いといえる6）．

４．授業別授業場面及び出現頻度について

　「3年次後期」の授業と「4年次前期」の授業の平均

値を比較した．なお「3年次後期」は2010年度に，「4

年次前期」は2011年度に行われた．

　A2の割合は「4年次前期」が高く，出現頻度は少な

い．これは，「4年次前期」の教師役がA2に費やして

いる時間が多く，Mの割合も減少しているためよい体

育授業に近づいているといえる5）．これは，教師役が

模擬授業や教材研究を進めていく中で，A2の確保や

Mの削減という課題を意識し，よい体育授業にしよう

と考え，行動したからであると考えられる．

　A1は割合，出現頻度共に「4年次前期」が高い．学

校体育というのは，運動を集団で行うことができ，そ

の中で一体感を感じ，責任感や協調性を養うことがで

きる．そういった学校体育特有の集団で行うことの意

義を，模擬授業を行っていく中で教師役が理解したた

めに，仲間と話し合ったり，作戦を立てたりする時間

であるA1の割合が高くなったものと考えられる．

　Ｉは「4年次前期」が低い．また，A2の割合は「4

年次前期」が高く，出現頻度は少ない．これは，「4年

次前期」の教師役がA2に費やしている時間が多く，場

面も減少しているため授業実践能力が高いといえる5）．

これは，「4年次前期」ではＩの場面，模擬授業の回

数を重ねることによって，説明が簡潔にできるように

表３「専門種目及び非専門種目別の時間量の割合

　　及び出現頻度の平均値」

授業場面

49.0％

12.0回

割合

出現頻度
A2

9.8％

4.0回

割合

出現頻度
A1

22.2％

8.3回

割合

出現頻度
I

19.0％

14.5回

割合

出現頻度
M

平均値

専門種目の平均値【n＝6】

授業場面

59.6％

10.1回

割合

出現頻度
A2

9.5％

3.7回

割合

出現頻度
A1

14.3％

5.7回

割合

出現頻度
I

16.6％

12.5回

割合

出現頻度
M

平均値

非専門種目の平均値【n＝7】

表４　授業別の割合及び出現頻度の平均値

授業場面

A2

A1

I

M

平均値

3年次後期平均値【n＝7】

授業場面

A2

A1

I

M

平均値

4年次前期平均値【n＝3】

51.7％

11.0回

割合

出現頻度

7.7％

2.2回

割合

出現頻度

21.8％

8.4回

割合

出現頻度

18.8％

13.1回

割合

出現頻度

55.9％

9.0回

割合

出現頻度

11.0％

3.3回

割合

出現頻度

16.3％

5.6回

割合

出現頻度

16.8％

11.0回

割合

出現頻度
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なったためだと考えられる．

　Mは割合，出現頻度共に「4年次前期」が低い．こ

れは， Ｉと同様に模擬授業の回数を重ねるうちに授業

組立能力が養われ，事前準備などを行い，授業実践力

が養われたためであると考えられる．

５．授業場面の区分の計測の意義について 

　以上のことに，「A2の時間量を多く確保すれば授業

評価は高くなる」「Mの時間量が多くなれば評価は下

がる」という報告5）を加味すると，A大学の保健体育

科教員養成課程で行われている模擬授業には， ＭとＩ

それぞれの授業場面を削減する，という課題があげら

れる．

　この課題を解決するためには，まず，学生の模擬授

業の「授業場面の区分」を計測して，データをフィー

ドバックし，授業計画を組み立てる段階から，よい体

育授業の授業場面の区分を意識させることによって．

予防的なマネジメントや簡潔な学習指導を行えるよう

になると考えられる．そして，学生全員により多様な

種目の模擬授業を経験させ，模擬授業を行う回数を増

やし，自分の授業スタイルを確立させることによって

教授技術を養い，Ｉの場面が削減できる可能性がある

と考えられる．また，授業の中で教師と生徒のマネジ

メント行動に関する約束事をつくるなど常軌活動をル

ーティン化し，構造化されたマネジメントを行うこと

によって，Ｍの場面を削減できる可能性があると考え

られる8）．

　このように模擬授業について授業場面の区分を用い

て調査し，学生にフィードバックすることによって大

学在学中からよい体育授業を意識した授業実践が行う

ことができ，教育的実践力を身につけることが期待さ

れる．

Ⅳ．結　論

　本報告はA大学の保健体育科教員養成課程で行われ

ている模擬授業を対象とし，模擬授業の授業場面の特

徴を明らかにするために分析を試みた．その結果，以

下の4つの特徴が明らかになった．

１）4つに区分された授業場面の中で最も高い割合は

運動学習（A2）であり， 次いで学習指導（I）であ

った．3番目に高い割合はマネジメント（M）であり，

最も低い割合は認知学習（A1）であった．

２）単元ごとの授業場面を比較・検討した結果，模擬

授業で多く取り上げられていたネット型は，学習指

導（I）とマネジメント（M）の割合はあまり高く

なかった．しかし，ゴール型やベースボール型など

の模擬授業で取り扱われる数が少ない種目の模擬授

業は，学習指導（I）とマネジメント（M）の場面

が増加する傾向であった．

３）教師役が専門種目で行う模擬授業と，非専門種目

で行う模擬授業を比較した結果，専門種目の模擬授

業のほうがが，学習指導（I）とマネジメント（M）

の割合が増加する傾向であった．

４）3年次後期で行われた授業と4年次前期の授業を

比較した結果， 4年次前期の授業の学生のほうがマ

ネジメント（M）の割合が低く，運動学習（A2）

の割合が高かった．
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